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ビヨンドトゥモローでは普通の人では経験
できないことをたくさん経験することがで
きた。これらの経験を将来、小学校教諭に
なった際に子供たちにたくさん伝えて、子
供たちの視野を広げられる教師になりたい。
今後自分がつらいときに「ビヨンドトゥモ「ビヨンドトゥモ
ローのみんなも頑張っているのだから自分ローのみんなも頑張っているのだから自分
も頑張ろう」も頑張ろう」と自分を鼓舞していきたい。

自分は起業したいと思っ
ているため、その時の
チーム作りや他の人との
コミュニケーションに活
かせると感じた。「自分「自分
一人ではできないような一人ではできないような
ことも、互いに信じ合えことも、互いに信じ合え
る関係性であれば、挑戦る関係性であれば、挑戦
していける」していける」と 思った。

花が咲かないのは、花自体ではなく周
りの環境が悪いのと同じように、ハワ
イ（海外研修）での私は土、水、光、
空気全て整っている環境で花を咲かせ
られたのだと思いました。ハワイプロハワイプロ
グラムに参加している時の私が今までグラムに参加している時の私が今まで
の私の中で一番好きの私の中で一番好きでした。
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ご 挨 拶

一年を振り返って

一般財団法人教育支援グローバル基金  
代表理事   

橋本  大二郎（元高知県知事）

いつもビヨンドトゥモローの活動を、温かく見

守って下さり有難うございます。

この一年間は、いくつかの変化が生まれた年で

した。その一つは、ビヨンドトゥモローの活動

に限ったことではありませんが、ここ数年続い

た新型コロナの波が収まったため、沖縄、長野、

東京、山梨、さらにはハワイでの海外研修と、

みんなが顔を合わせての、対面でのプログラム

を組むことができるようになりました。

この間、オンラインのプログラムの技を磨くこ

とが出来ましたが、その一方で、全員が同じ場を共有して、お互いの表情や息づかいを直接感じるこ

とのできる距離感は、かけがえのないものだとあらためて実感しました。

もう一つの変化は、ビヨンドトゥモローの運営体制で、社会人一年目と二年目という若いスタッフが

加わって、２人の先輩とともに、新たな挑戦に取り組んでいます。特に力を入れているのが、活動の

基盤を強化するためのファンドレイジングで、昨年秋に開催したリーダーズサミットに向けては、初

めてクラウドファンディングにも挑戦しました。まだまだ、高い壁がいくつもありますが、貧困や虐

待といった逆境に立ち向かう若者を応援するためには、しっかりとした基盤づくりが必要だと心に銘

じています。

そんな中、去年・今年と、ビヨンドトゥモローの奨学生を体験した“卒業生”（大学生）が、インター

ンという形で、年間を通じて、プログラムの運営に携わってくれるようになりました。「高校生にとっ

ては、ビヨンドトゥモローに応募するのにも勇気がいる、だから、応募者向けの説明会を開きたい」とか、

「自分の経験を活かして、誰かの“心の命”を救えたら」といった抱負を聞いて、きっと我々の目の届

かないところにも、心を配ってくれるだろうなと期待をしています。

また一年、みんなで力を合わせて、さらにより良い居場所づくりに努めていきます、引き続き、応援

をよろしくお願いいたします。
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2022年度 活動ハイライト

奨学金
給付事業

「ジャパン未来スカラーシップ・プログラム」

「エンデバー」

対象者：大学・短大・専門学校在籍者
年度実績：11 名

対象者：高校生 2、3 年生
年度実績：10名

大学・短大・専門学校に在籍する 1 年生
を対象に、年間５０万円の給付型奨学金を
支給しています。日本全国から、親との
死別・離別を経験したり、児童養護施設
に暮らすなどの困難を経験した若者が集
い、返済不要の奨学金を受給しながら年
間を通じた人材育成プログラムに参加し
ます。

「ジャパン未来スカラーシップ・プログラ
ム 2022」には 11 名が奨学生として選抜さ
れ、1 年間を共に歩みました。

児童養護施設、里親家庭に暮らす高校生
を対象に、進学準備に必要な受験費用（給
付型奨学金）と人材育成プログラムへの
参加機会を提供。虐待やネグレクトなど、
様々な事情で保護された子どもたちが多
い児童養護施設では、高校卒業後の進学
率が全国平均を大きく下回ります。「エン
デバー」プログラムへの参加を通し、学
生が主体的に自らの将来を考え、進学を
目指すことで、未来を切り開く過程をサ
ポートしています。2022年度は、10名を
奨学生として迎えました。

ビヨンドトゥモローは、親との死別・離別や、虐待・ネグレクト、貧困などの困難を経験
しながらも、将来、社会に力を添える志と資質を持つ若者に、進学のための返済不要の奨
学金を支給しています。奨学金を給付型にすることで、学生は将来的な負債を抱えたり、
生活費の心配をしたりすることなく、学業に取り組むことができます。2022 年度は、21 名

の学生を奨学生として迎えました。
例年、多くの応募がありますが、選考においては書類選考と面接を行い、各界で活躍するエクスパートによ
り構成された選考委員会が奨学生を決定しています。合格者の出身地、学力、進路、バックグラウンドは様々
ですが、それぞれの道で自分が人の役に立つ存在になるべく、将来を模索しています。
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新型コロナウイルスの拡大に伴ってスタートしたオンライン人材育成プログラムは、
2022年度においても、日本各地に散らばった学生たちが一堂に会せる貴重な機会とし
て実施されました。学生たちは物理的な距離を超えてオンライン上で交流し、お互いの
学び合いを促進することができました。

さらに、今年度の人材育成事業では、対面プログラムも 5 回実施することができました。3 年ぶりに開催が
実現した「ジャパン未来リーダーズ・サミット」や、夏休み期間中のサマー・リトリート、サマー・キャンプ、
そして海外研修など、異なる規模や開催地、テーマなどによるリーダーシップ・プログラムを開催しました。

オンライン・プログラム実績

オリエンテーション・プログラム
開催日：2022 年 3 月 19 日

「互いを知る、これからビヨンドトゥモローで
  学びたいことの目標設定」

5 月オンライン・プログラム
開催日：2022 年 5 月 4 日

「リーダーから学ぶ」　ゲストスピーカー：羽生 善治 氏

5 月学生のための金融講座
アコム株式会社様ご提供

開催日：2022 年 5 月 26 日
「金融リテラシーを身に付つける」

6 月オンライン・プログラム
開催日：2022 年 6 月 25 日

「リーダーから学ぶ」
ゲストスピーカー：認定NPO法人 夢職人 理事長  岩切 準 氏

1 月オンライン・プログラム

開催日：2023 年 1 月 28 日
「リーダーから学ぶ」

ゲストスピーカー：認定 NPO 法人 very 50 
　　　　　　  代表理事／創業者   菅谷 亮介 氏 
　　　　　　　　　　  副代表　谷弘 望 氏

クロージング・プログラム

開催日：2023 年 3 月 18 日
「1年間で得た学びの振りかえり/ 共感力あるリーダーについて」

ゲストスピーカー：
長野県立大学グローバルマネジメント学部　准教授   中川 亮平 氏 
Children’s Home Society of Idaho　アンセルム・サディキ 氏

人材育成
事業
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「サマー・リトリート」

「サマー・キャンプ」

開 催 地：長野県
開催期間：2022 年 8月 16日～ 19日
対　　象：エンデバー・プログラム参加奨学生

開 催 地：東京都
開催期間：2022 年 8月 11日～ 14日
対　　象：ジャパン未来リーダーシップ・プログラム参加奨学生

8 月 16 日から 19 日の 4 日間、ビヨンドトゥモロー
の奨学金事業「エンデバー」に参加する高校生を対
象とした「エンデバー サマー・リトリート 2022」
を長野市にて開催しました。
高校生のみで実施された本プログラムでは、「若者
が挑戦しやすい環境を作るためにできること」を高
校生が主体となって考え、提言発表としてまとめる
ために、様々な企業・団体の訪問や人々との交流を
行いました。

「ジャパン未来スカラーシップ・プログラム」に参加する、大学 1 年生を対象とした「スカラー　サマー・キャ
ンプ 2022」を 8月 11日〜 14日に開催しました。
3 泊 4 日の宿泊型で実施された対面プログラムでは、「グローバルシティズンとしてのダイバーシティ」を
実現するための提言の作成を主軸とし、都内の大使館や難民の方を支援する団体の方々から伺った話を元に
留学生やチームメンバーとのディスカッションを重ね、最終日には「グローバルシティズンをめざす私達が、
日本における共生社会の実現のためにできること」をテーマに提言発表しました。

【主   催】一般財団法人教育支援グローバル基金
【開催地】長野県長野市、上田市
【参加者】エンデバー・プログラム参加学生 10 名
【後　援】長野県教育委員会、NHK 長野放送局

【主  催】一般財団法人教育支援グローバル基金
【開催地】東京都　
【参加者】ジャパン未来スカラーシップ・プログラム参加学生 8 名
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「ジャパン未来リーダーズ・サミット 2022」

スピーカーセッションをもとに
ディスカッション

2022 年 10月　( 東京開催 )

英利  アルフィヤさん
衆議院議員   
※リーダーズ・サミット2022 当時 ：自民党参議院比例区 支部長

ビヨンドトゥモローにおいて最大のプログラムであるジャパン未来リーダーズ・サミットが 3 年ぶりに開催
されました。BofA証券株式会社様のご協力により、会場をお借りし、奨学生だけでなく一般募集した参加
者も含め、41名での開催となりました。親との死別・離別を経験したり、児童養護施設や里親家庭、生活保
護受給世帯などに暮らす若者が集い、様々な領域で活躍するリーダーたちとの出会いや対話を通じ、「若者
が孤独から立ち上がれる社会の実現」をテーマにグループ毎に提言をまとめました。

活動概要 テーマ「若者が立ち上がれる社会の実現」

社会人メンターの方々  ※五十音順、敬称略

岡崎 祐吉　

あしなが育英会
専務理事

Jeong  Haram
ジョン・ハラン
バンク・オブ・アメリカ・エヌ・エイ
東京支店 業務部

谷山 響
BofA証券株式会社
債券本部

Peter  Walker
ピーター・ウォーカー
BofA証券株式会社
コンプライアンス部

宮崎 美絵
BofA証券株式会社
業務部

柴山 徹
バンク・オブ・アメリカ・エヌ・エイ　
東京支店 業務部

籠島 康治　

株式会社電通　
クリエーティブ・ディレクター
／コピーライター

笹田 珠生　

バンク・オブ・アメリカ 在日代表
BofA証券株式会社　
代表取締役社長

参加学生数　以下の条件を満たし、選考により選ばれた 41名の高校生・大学生

児童養護施設などの
社会的養護の

施設に暮らしている

単親家庭
（母子家庭・父子家庭）

に暮らしている

保護者が
死亡している

里親家庭に
暮らしている

生活保護
受給世帯に

暮らしている

開催日：2022 年 10月 8日～10日

後　援：文部科学省

ご支援：BofA 証券株式会社

「孤独感」を抱える若者が増えていると言われる現代。多くの若
者が孤独やつながり不足を身近に感じている中、孤独から立ち
上がり自立して 生きていくためには、どのような取り組みが必
要で、高校生・大学生である自分たちに何ができるのかを考え
ることが今回のサミットのテーマ でした。日本全国から集まっ
た、様々な社会経済的困難を抱える学生が、 彼らだからこそで
きる、当事者としての視点を盛り込んだ日本社会の未来へのア
クションプランを作成し、最終日の閉会式で発表しました。

ゲストスピーカー
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学生の学び
 「最終日の提言発表」

最終日は、8 つの班がそれぞれ考え抜いた自らのアクショ ンプランを、ゲス
トや審査員の皆様の前で発表しました。ゲストや審査員の方々には、政治・
行政・ビジネス・メディ ア・NGO など各方面のリーダーが集い、学生の発表
を見守りました。学生達は限られた持ち時間のなか、全学生が提言発表プレ
ゼンテーションを行い、審査員による投票にて優勝チームが決定されました。

提言発表会ゲスト

箕浦 裕　

BofA証券株式会社 上席顧問

橋本 大二郎
元高知県知事
一般財団法人教育支援グローバル基金  代表理事

大空 幸星
NPO法人 あなたのいばしょ 理事長

上滝 賢二
元 NHK 理事
一般財団法人教育支援グローバル基金  監事

佐々江 信子　
信子フォーラムジャパン 代表

小宮山 利恵子　
スタディサプリ教育 AI 研究所  所長
東京学芸大学大学院  准教授

加藤勝信  厚生労働大臣 竹中平蔵  慶應義塾大学名誉教授

みんなと悩みを分かち
合う前は、 私はそんな
に辛くないと思っていた
けど、話している内に
言葉に詰まったり、涙
がこみあげてきて、 「あ
あ、私はただ過去を胸
に閉じ込めていたんだ
な」と感じました。

私は、人は安心できる場所があると
挑戦や冒険がしやすくなると思ってい
ます。ビヨンドトゥモローは、私にとっ
て安心できる場所になりました。サ
ミットで出会ったみなさんは、私の頑
張る源です。思い出すだけで頑張ろ
うと思える、 自分の原点となるような
経験ができたことは、間違いなく私
の人生の大きな糧となると思います。

「 リーダーとして
引っ張ってくれてあ
りがとう、 会えて良
かった。」と言って
もらえ、ビヨンドに
来れ、この場に参
加できて本当によ
かったと思えた。

リーダーズ・サミット
に参加した
学生の感想

提言発表審査員
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海外研修 『米国スプリング・プログラム 2023」
2023 年 2月（米国ハワイ州）

2023年 2月 20日～ 28日に、約 3 年半ぶりの海外
研修となる、米国プログラムをハワイ州にて実施
しました。事前選考により、2020年度～ 22年度
の奨学生 ( 大学生 ) から 8 名が選抜され、東京で
の事前研修を経て、ハワイ州を訪問しました。米
国でも多様性指数の高いハワイで、社会における

「多様性と共生」の現状を学ぶため、各所を訪問し、
現地の人々との交流を重ねました。

現地での交流を通し、学生達
はハワイの人々がどのように多
民族社会を築き上げ、他者を
受け入れてきたか、お互いを尊
重し合うための考え方や取り組
みについて知る機会を持ちまし
た。また、様 な々団体、個人と
の出会いを通し、グローバルな
視野を持つ大切さやリーダーと
しての心構えを感じることがで
き、今後に向けてモチベーショ
ンを大いに高めることのできる
研修となりました。

米国研修に参加した学生達は、帰国前にオンライン発表会にて
現地での学びを一人ひとりが英語で発表しました。また、帰国
後には、「誰もが暮らしやすい社会づくりのために、私たちにでき
ること」というテーマでチームプレゼンテーションを行いました。
ハワイで学んだ多様性と共生の学びを、自分ができるアクション
としてアイディアをまとめ、アウトプットしました。

【主   催】一般財団法人教育支援グローバル基金
【支援】米日財団、 NY 日系人会・ジャパン・ソサエティー村瀬二郎記念基金、BofA 証券株式会社

学びの発信

渡航当日の事前研修の様子

早見優さんとのトークセッション

BofA 証券株式会社の社員ボランティアの皆さんと
英語でのコミュニケーションワークショップ

NY 日系人会・ジャパン・ソサエティー 村瀬二郎記念基金

本事業は、日米両国の架け橋として活躍された故村瀬二郎氏の
ご遺志を継ぎ、日米交流の担い手となる若者がアメリカの空気
に触れ、多くのアメリカ人に出会い、米国社会について学ぶこと
を目的とした「村瀬二郎記念奨学事業」として、米日財団、ニュー
ヨーク日系人会及び多くの方々のご支援により開催されました。
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ビヨンドトゥモロー

奨学生プログラム
経験者向け

アンケート調査

ビヨンドトゥモローに参加したことのある奨学生の数は 170名を超えています。
東日本大震災の支援で始まった当初は被災した学生のみを対象としていました
が、その後支援の対象を広げ、現在では日本全国から学生が集まるようにな
りました。彼らはその後、どのように社会に羽ばたいているのでしょうか？私
達が掲げる「逆境は優れたリーダーを創る」という理念は、奨学生の糧として
人生をどのように後押しできているのでしょうか？
そんな疑問から、今回ビヨンドトゥモローに参加経験のある元奨学生を対象に、
初めてアンケート調査を実施しました。

35問

回 答 者 数

38 名

質 問 数
2011年度～ 2021年度にビヨンドトゥモローの
年間奨学生プログラムに参加した 176 名

（東北リーダーズサミットやジャパン未来リーダーズサミット等の単発プロ
グラムにのみ参加した者は含まない。）

対 象 者 調 査 期 間 方 法

2022年 12月 20日

2023年      1月 15日

WEBアンケート
（選択回答および記述形式）

アンケート
回答

ビヨンドでの経験が、「自分の意見を他者に伝える」
能力を伸ばしてくれるものだったと思いますか？ 

（自らの感情や意見を、よりクリアに伝えられるようになったと感じますか？）

ビヨンドに参加したことがきっかけとなって、なに
か社会問題の解決のためにアクションを起こした経
験はありますか？

活動をする中で、目標を達成する力が身につきまし
たか？また、それを実現するために意識しながら活
動をしていましたか？

ビヨンドに参加したことで、海外への関心が増したり、
より身近に感じられたりしましたか？

実際に海外研修に参加したことで、自らの視野の広がり
を実感しましたか？

〈 海外研修について 〉

● 思う
● あまり思わない
● 思わない

● はい
● いいえ

● 目標を達成する力が身に付いた
● 目標実現のために意識していたが、
　 力はあまり付かなかった
● 目標を達成する力のために意識で
　 きず、力が付かなかった

● とても実感した
● 少し実感した
● あまり実感しなかった
● 実感しなかった

● 経験がある
● 経験がない

伝える力 

主体性 やりぬく力
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学生の声

Q 海外の経験が
その後の実生

活 に お い て 役 立 っ
た と 感 じ る こ と は
ありますか？

大変だったけれど自分にもできる
という自信になったから他のこと
もなんとかなるように思えた。

コミュニケーションの
取り方が大胆になった。
大学 院 留学 へつな
がった。

各界で活躍されている方から直
接メッセージをいただけたり、
海外で活躍されている日本人の
方にお会いすることで自分の目
標の一つになった。

海外研修で、たくさんの人からお話を
伺い、今ある問題を知り、どれだけ日
本という場所に住んでいることが恵まれ
ているのか痛感しました。その問題が
一つでも多く解決できるように今後自分
がどのように学んでキャリアを積んでい
くのか具体的に目標が立てられました。

ビヨンドに参加して（多様なバックグラウンドを持った仲間

との関わりを通して）、人の多様な生き方や考え方を認め
ることができるようになりましたか？

自身の夢や目標の達成に向けて壁がある時、諦めて
しまう気持ちがありますか？それとも自らの思いに
耳を傾けて、他の方法で解決しようと考えますか？

問題が起こったときに、誰かに頼ることはできてい
ますか？もしくは今後そのような状況に置かれた時
に相談しようと思えますか？

● 解決しようと考える
● 諦めてしまう傾向にある

● できるようになった
　（成功体験がある）
● 具体的な成功体験はないが
　できるようになったと感じる
● あまり変化はなかった

● 頼っている
● 頼りたいと思っている
● あまり思わない
● 思わない（一人で解決したい）

● 経験がある
● 経験がない

共感力 創造力

頼る力レジリエンス

ビヨンドの活動に参加した後、あなたのいる環境で
周りの人が実行していない活動を（どんなに小さくても）

新しく始めたことがありましたか？

この 10 年間に奨学生プログラムを提供し
た学生に対し、意識調査を行いました。
対象は、ビヨンドトゥモローのプログラム
に参加した学生です。目的は、参加者本
人が感じる考え方や行動の変化、グローバ
ルな視野の広がりやリーダーとしての意識
の獲得、他人への共感力、困難への向き
合い方などを明らかにするためです。また、
この調査では、ビヨンドトゥモローの活動
が参加者の人生の選択やキャリアにどのよ
うに役立っているかについても聞きました。
参加者がプログラムに参加する前と後の変
化を比較し、プログラムの効果を評価しま
す。調査結果は、プログラムの改善や将
来の奨学生支援活動に活かされます。

卒業した奨学生の中には、既に住所
が変わっていたり、携帯番号やメー
ルアドレスの情報が入手できなかった
りして、調査対象者全員にアンケート
の情報を届けることが難しい状況で
した。そのため、期待していたほど
の回答数を得ることはできませんでし
た。しかしながら、回答してくれた元
奨学生からの結果を見ると、驚くほ
ど前向きな回答が多く、過去の逆境
を感じさせないものとなっていました。
彼らの回答は、私たちの活動の効果
を示唆するものであり、学生一人ひと
りの内面や成長に働きかける活動が
実を結ぶ内容でした。

調査の目的 調査結果 アンケートの構成
調査では「考え抜く力」、「チーム
で働く力」、「レジリエンス」、「前
に踏み出す力」などの能力要素に
関する質問を行いました。回答者
には自身がそれぞれの要素にど
の程度当てはまるかを段階別に回
答してもらいました。また、彼ら
が海外研修やビヨンドトゥモロー
への参加を通じて得た気づきや実
感する変化についても、記述式の
回答を求めました。これにより、
回答者自身がどのような成長や変
化を体験し、能力の向上につな
がったのかを具体的に把握するこ
とができました。
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2012年  米国

2014年フィリピン 2015年

2018年 2022年

自分の人生に満足して
いますか？

（今、自分は幸せだと感じますか？）

2011年の発足から、皆様の多大なるご
支援・ご協力により、これまで様々な
学生と出会い、その成長を見守ること
ができました。

今回のアンケート調査に回答してくれ
た学生は、全体のごく一部ではありま
すが、彼、彼女らがビヨンドトゥモロー
の活動に参加して、自分自身の変化を
感じ取ってくれていたこと、またこれ
からも挑戦していくという前向きな姿
勢を持ち続けていてくれることは、人
材育成プログラムに重きを置いてきた
ビヨンドトゥモローにとり、とても嬉
しいことです。

これからも、逆境にある学生達の一人
ひとりに寄り添い、その成長の過程を
見守っていきます。

曖昧な夢を持っていたが、他の参加学
生の進路やビジョンなどを聞いて、「こ
んな漠然としていたら大きな壁に当
たった時にすぐ諦めてしまう」と思い、
改めて自分が本当にしたい職業なの
か？その職について何ができたらベス
トなのか夢や目標について考えるきっ
かけをとても与えてくれた。

よく内省するように
なった。落ち込んだり
怒ったりしたときに原
因を考えたり落ち着い
てから客観的に考える
ようになった。

議論を収束させる力がついた。 
逆境に対して挑戦的なマインドは
参加前から高かったが、他者の生い
立ちや置かれた境遇をより広義に
捉えることができるようになり、共
感力が深まった。

参加する前は自分が児童養護施設にいることや
施設の職員のことがすごくコンプレックスで、将
来に希望を持つことができませんでした。しか
し、参加後自分の意見を話すという目標を達成
したり、同じような境遇でも夢に向かって頑張っ
ている同級生を見たり、私の良さを見つけてく
れる存在を活動の中で見つけることができたこ
とにより、今までコンプレックスであったこと
が経験して良かったこと、たくさんお世話になっ
た人であると考えられるようになりました。

プログラムに参加したことで、
地元にはいない方々（政治家、
起業家、士業含む有名企業のサ
ラリーマン）の話を聞く機会に
恵まれ、彼らの社会にいかに還
元をするかという強い使命感に
感化された。自分も与えられた
環境の中で最大限に「成長」し、
何らかの形で世の中に還元した
いと考えるようになった。

自分のやりたい事へ挑戦出来るように
なった。実際に進学を諦めかけていた
が学びたいことがあったので進学を決
めました。

自分のままに
向き合えるよ
うになった。

将来を考える上で
「どうせ無理」と
思うことが少なく
なり、何事も可能
性を探ってから決
めるような意識が
芽生えた。

参加する前はただの平凡な高
校生、参加したあとは議論中
に意見を積極的に発言し、他
者に想いを馳せる高校生に。

Q ビ ヨ ン ド ト ゥ モ ロ ー に
参 加 す る 前 、 参 加 中 、

そ し て 参 加 後 に 自 分 自 身 に 何
か 変 化 は あ り ま し た か ？ あ っ
た と す れ ば 、 そ れ は ど の よ う
な 変 化 で し た か ？

● はい
● いいえ

2011 創業年
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ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、

「
逆
境
は
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
を
創
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
惹
か
れ
た
こ
と
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
被

災
経
験
を
、
自
分
の
未
来
に
、
そ
し
て
よ
り
良
い
社
会

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
ど
う
活
か
せ
る
の
か
、
そ
の
答

え
を
ビ
ヨ
ン
ド
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。「
絶
対
に
成
長
で
き
る
！
」
と
思
っ
て

わ
く
わ
く
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
大
学
で
は
、
専
門
の
英
文
学
の
研
究
が
と
て

も
楽
し
く
、
大
学
院
に
進
学
す
る
ぐ
ら
い
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
研
究
室
生
活
に
加
え
、
サ
ー
ク
ル

の
幹
部
と
し
て
活
動
し
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
５
年
間

ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
た
り
、
４
年
間
暮
ら
し
て
い
た
学

生
自
治
寮
の
運
営
を
頑
張
っ
た
り
と
、
今
思
い
返
し
て

も
す
ご
く
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
色
々
な
人
間
模
様
の
中
で
面
白
い
経
験
が
た
く
さ

卒業生たちの今

白
井 

栄
子 

さ
ん
（
仮
名
）

放
課
後
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す
る
非
営
利
団
体

拠
点
責
任
者

ん
で
き
、
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
で
は
自
分
や
他
者
、
社
会

に
つ
い
て
こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
自
分
自
身
や
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
は
辛
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
語
化
し

て
表
現
す
る
こ
と
で
、
殻
を
破
り
変
わ
っ
て
行
く
仲
間

の
姿
を
何
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
海

外
研
修
で
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
限
界
ま
で
話
し
合

い
、
思
考
を
深
め
、
プ
レ
ゼ
ン
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
磨
い

て
い
く
過
程
の
中
で
、
自
分
も
含
め
チ
ー
ム
の
み
ん
な

が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
ら
れ
た
の

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

今
は
「
日
本
中
の
放
課
後
を
も
っ
と
安
全
で
豊
か
に

す
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
教
育
系
の
N
P
O
法
人
で
働

い
て
い
ま
す
。
実
は
ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
で
の
経
験

が
志
望
業
界
を
決
め
る
時
の
大
き
な
決
め
手
に
な
り
ま

し
た
。
ビ
ヨ
ン
ド
で
目
に
し
た
よ
う
な
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
決
ま
っ
た
教
科
課
程
が
な
い
学
校
外
の
場
所
で
の

「
人
の
育
ち
」
や
「
人
が
成
長
し
て
い
く
場
づ
く
り
」
に

関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
の

小
学
校
の
放
課
後
現
場
で
の
仕
事
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
で
は
都
内
の
公
立
小
学
校
内
に
開
校
し
て
い

る
「
放
課
後
子
供
教
室
」
を
拠
点
責
任
者
と
し
て
運
営

し
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
居
場
所
空
間
と
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
活

動
を
企
画
し
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
兼
務
で
、
全
国

の
放
課
後
現
場
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
私
た
ち
の

団
体
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
広
め
た
り
、
他

自
治
体
や
拠
点
を
支
援
し
た
り
す
る
仕
事
に
も
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
仕
事
の
一
番
の
や
り
が
い

は
、
現
場
で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
自

分
の
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
「
人
の
成
長
を
一
番
間

近
で
見
ら
れ
る
」
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
責
任
者
と
し

て
拠
点
運
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を
立
て
、
自
ら
意
思

決
定
を
下
し
な
が
ら
現
場
を
作
っ
て
い
く
の
で
、
裁
量

権
が
と
て
も
大
き
い
と
い
う
点
も
大
き
な
や
り
が
い
で

す
。
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
い
る
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
こ

と
や
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
と
居
場
所
・
活
動
を
作
っ

て
い
く
こ
と
は
、
対
「
人
」
で
あ
る
だ
け
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
だ
ら
け
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
仕
事
で
も
あ

り
ま
す
。

　

将
来
は
、「
教
育
」
と
い
う
軸
は
ぶ
ら
さ
ず
に
働
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
「
理
想
の
現
場
を
作
り
上

げ
る
」
と
い
う
こ
と
を
個
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
理
想
の
現
場
を
作
り
上
げ
た
後

は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
言
語
化
し
て
、
全
国
の

放
課
後
現
場
を
良
く
す
る
仕
事
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、日
本
や
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
広
い
世
界
や
選
択
肢
を
届
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
う
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
で
も
何
か

小
さ
く
始
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！ 

今
の
ビ
ヨ

ン
ド
生
に
は
、「
ど
ん
な
人
か
ら
も
学
び
取
れ
る
も
の

が
あ
る
」
と
い
う
姿
勢
で
一
つ
一
つ
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の

考
え
、
気
持
ち
、
価
値
観
、

夢
を
口
に
出
し
て
言
う
こ

と
を
恐
れ
ず
に
、
ど
ん
ど

ん
声
に
し
て
ほ
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

現役
活動時
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西
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大
穂
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・
大
手
I
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S
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ザ
イ
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プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

・
O
N
E
S
T
R
U
C
T
I

O
N
株
式
会
社   

代
表
取
締
役 

C
E
O

　

高
校
３
年
の
時
、
教
室
の
後
ろ
の
掲
示
板
に
ビ
ヨ
ン
ド

ト
ゥ
モ
ロ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
貼
っ

て
あ
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
、
被
災
地
に
何
度
か
足
を
運

ん
で
い
た
自
分
は
、
被
災
地
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
た
の
で
、
ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
が
東
北
の
同
世

代
を
応
援
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
全
国
の
同
世
代
の
人
た
ち
と
語
ら
う
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
参
加
す
る
同
世
代
の
メ

ン
バ
ー
み
ん
な
が
等
身
大
で
語
り
合
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
友
達
に
も
常
に
本
音
や
等
身
大
で
話
せ
る
と
は
限
ら

な
い
中
で
、
ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
で
は
、
参
加
し
て
い

る
学
生
が
自
分
の
言
葉
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の

思
っ
た
こ
と
を
素
直
に
言
葉
に
し
て
も
い
い
ん
だ
。
言
葉

に
す
る
こ
と
で
し
か
人
に
伝
わ
ら
な
い
の
だ
な
と
い
う
こ

と
が
自
分
に
と
っ
て
一
番
の
学
び
で
し
た
。

　

大
学
時
代
、
日
本
で
一
番
人
口
の
少
な
い
鳥
取
県
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
農
業
高
校
に
通
っ
て
い
た
た
め
、
最
初

は
農
業
分
野
で
起
業
し
た
い
と
考
え
、
鳥
取
県
の
農
家
さ

ん
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
偶
然
の
出
会
い
か

ら
日
本
財
団
と
い
う
組
織
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
、
地

域
の
N
P
O
法
人
な
ど
の
定
性
・
定
量
調
査
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
地
域
の
事
業
者
と
関

わ
り
が
深
く
な
り
、
地
方
で
は
農
業
以
外
の
多
く
の
産
業

の
課
題
も
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
農
業
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
レ
ガ
シ
ー
な
産
業
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
少
し
で
も
よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
学

４
年
の
時
に
建
設
テ
ッ
ク
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
業
し
て
い

ま
す
。

　

自
分
で
会
社
も
や
り
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
先
の

人
生
を
考
え
た
時
に
今
の
自
分
で
は
為
せ
る
こ
と
が
小
さ

す
ぎ
る
と
い
う
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
自

分
を
超
え
て
い
く
た
め
に
も
、
一
度
就
職
を
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
考
え
た
こ
と
は
２
つ
で
、
１
つ
目
は
、
社
会

に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
会
社

の
事
業
に
携
わ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
を
知
る
こ
と
。
２
つ

目
は
、
個
人
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（
デ
ザ
イ
ン
）」
の
３
方
面
の
能
力
を
高

め
る
こ
と
。
ど
ち
ら
も
、
自
分
自
身
が
経
営
者
と
し
て
、

会
社
に
関
わ
る
人
を
幸
せ
に
し
な
が
ら
社
会
を
よ
り
良

い
方
向
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
、
大
手

I
T
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
海
外
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
に
取

り
組
む
部
署
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
か

ら
、
S
a
a
S
領
域
の
新
規
事
業
部
署
に
異
動
に
な
り
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
新
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト

の
グ
ロ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ユ
ー

ザ
ー
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
良
い
反
応
も
悪
い
反
応
も

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。自
分
の
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
が
、

ユ
ー
ザ
ー
の
不
便
を
解
消
し
た
と
き
、
S
N
S
な
ど
で

褒
め
て
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
り
が
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
振
り
返
る
と
、
ビ
ヨ
ン
ド
ト
ゥ
モ
ロ
ー
で
の
経
験
は

「
逆
境
の
捉
え
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
」
と
「
色
ん
な
価
値

観
の
人
と
対
話
す
る
価
値
を
知
れ
た
こ
と
」
が
非
常
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
辛
い
こ
と
は
自
分
を
苦
し
め
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
逆
境
と
い
う
の
は
乗
り
越

え
た
時
に
自
分
の
大
き
な
糧
に
な
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め

に
は
多
く
の
人
と
対
話
す
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
し
て
は
抽
象
的
で
す
が
、
レ
ガ
シ
ー
な
産
業
を

よ
り
良
く
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分
の
周
り
や
次
の
世
代

を
押
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
会
社
で
は
、

２
年
前
に
は
高
卒
の
学
生
を
採
用
し
て
育
成
し
、
今
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
案
件
に
鳥
取
県
と
い
う
地
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
は
わ
ず
か
な
雇
用
し
か
生
み
出
せ

て
い
な
い
の
で
、
今
後
も
働

く
人
が
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
け
る
魅
力
的
な
会
社
と
し

て
成
長
さ
せ
て
い
き
、
地
方

か
ら
日
本
の
産
業
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

現役
活動時
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ビヨンドトゥモロー 理事   木山 啓子
特定非営利活動法人ジェン (JEN)  理事・事務局長

宇宙飛行士   山崎 直子 様

将棋棋士   羽生 善治 様

歌手   早見 優 様

国際協力の現場で出会う方々は、何世代にも渡って住んできた家を追われる、家族を亡くすなど、災害や紛争で計り知れな
い悲しみを心に抱えながら、経済的にも厳しい暮らしを強いられながら、哲学者の様な含蓄のある言葉を語り、はっとさせら
れます。ビヨンドトゥモローで出会う学生の皆さんも、逆境と向き合いながらとても魅力的に、自然なリーダーシップを発揮さ
れています。逆境が、優れたリーダーを育てるというビヨンドトゥモローの信念が事実として立ち現れるのを垣間見る瞬間です。
背景も人となりも多様な若者たちが、その多様さを認め、支え合いながらさらに成長する場をビヨンドトゥモローが提供でき
ていることを嬉しく、誇りに思います。同時に、より多くのこうした若者に参加していただける機会を作りたいと強く願ってい
ます。皆様からの更なるサポートをよろしくお願いいたします。

地球は丸くて青い「宇宙船地球号」だと、知識だけでなく自分ごととして腑に落ちた時に、
地球上の課題がより身近に感じるようになりました。正解がない、答えが一つでない時代では、
様 な々課題を実感し、共感し、自分ごととして捉えることが特に大切になると思います。大人
も葛藤の連続ですが、逆境を経験した若者たちが、迷いながらもその経験をバネにしていく
過程で、自分が成長するだけではなく、きっと周りにも影響を与えるはずです。そうした皆さ
んの可能性をビヨンドゥモローと共に応援しています。

昨今は先行きの見えない不安定な時代が続いています。しかし、次を担う若い人々が自由に
活動が出来る環境さえ整えば、自然に活気も生まれ未来に対する夢や希望も見いだせると考
えています。ビヨンドトゥモローは、そんな社会に必要とされる人々に様 な々サポートをして成
長の機会を与えてゆく存在です。これからも変わらぬ応援の程をよろしくお願い致します。

先日ハワイへ旅立つ学生の皆さんと会ったときに、彼らの鋭いかつ希望に満ちた観点こそ未
来を創っていくリーダーだと確信しました！
語学や異文化に触れてこそ新たな世界観を広げるチャンス。国境を越えて友人や異なる視点
を持つ人 と々の出会いはきっと宝物になるでしょう。彼らが社会の各所で活躍し、寛容な社会作りを実現できるよう、
私たちの未来を担う次世代をサポートする BEYOND Tomorrow を応援します。

逆境を糧に、多様性に富む社会を
リードしてほしい

逆境を経験した若者たちの可能性を応援します

若い人が自由に活動できる社会を

私たちの未来を担う次世代をサポートする
BEYOND Tomorrow

役員・応援サポーターからのメッセージ

応援サポーター
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モルガン・ルイス & バッキアス法律事務所 /
モルガン・ルイス & バッキアス外国法事務弁護士事務所（外国法共同事業）

弁護士  佐藤 菜緒 様

東京南ロータリークラブ
2020-2021年度  青少年奉仕委員長

浅井 勇介 様

BofA証券株式会社  取締役副社長

林  礼子 様

モルガン・ルイス東京オフィスは、社会的・経済的な困難に立ち向かおうとする若者
の支援という目的に賛同し、プロボノ活動として、ビヨンドトゥモローの活動に伴う
法的手続の履践や法的問題の解決をサポートしております。この活動を通して、私ど
もは数多くの才能ある若者が社会の支援を必要としていることを改めて実感し、また
彼らが社会に羽ばたいていく過程を見届けられることを大変うれしく思っております。
金銭的な支援のみならず、逆境にも負けず社会の役に立ちたいと大きな志を持つ若者
の自主性を育てるビヨンドトゥモローの活動について、ほんの少しの手助けをできる
ことは、私たち弁護士及び関連職種にある者にとってかけがえのない財産です。

支援をするきっかけは、私が当クラブの青少年奉仕委員長（当時）だった 2020 年 9 月
に貴基金の代表理事を務めている橋本大二郎氏の講演を聞き、貴基金の理念・活動に
感銘を受けたことがきっかけでした。
私は、当クラブ週報記載の青少年奉仕委員長就任挨拶で、我が国における相対的貧困
率の上昇と貧困層の若者が教育を受ける機会を奪われることを問題意識として述べて
いました。
自分自身の日本育英会奨学金が無かったら大学進学出来なかったという境遇に鑑み、

「逆境は優れたリーダーを創る」という貴基金の活動理念に共鳴し、貴基金をサポート
したい旨熱く当クラブ理事会で説明をすることで、2021 年 1 月に初めて貴基金に支援
をさせていただきました。
そしてこの度 2 年ぶりにクラブとして支援をさせていただくことを決めた次第です。
今後とも優れたリーダーを創ってください。

東日本大震災、あるいは社会的、経済的困難を経験した子供たちが、それぞれの個性
や能力を生かして優れたリーダーになっていくことが、私たちの住む社会を誰にとっ
ても安心安全なものにしていくと考え、それを支えるビヨンドトゥモローの活動は大
変意義のあるものと感じております。その活動を微力ながら 10 年余にわたり、お手伝
いしてきたことを通じて弊社も多くの学びと気づきを頂いております。先日も、コロ
ナ禍で久しく実現できなかった対面でのイベントを弊社で行ない、参加した弊社の社
員もあらためて多くの刺激を受けました。今後も、ビヨンドの皆さんと、一緒に考え、
議論していく機会を楽しみにしております。

ご協力企業様からのメッセージ
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【組織体制】

小宮山 利恵子 

【ご寄付のお願い】

【ご寄付による税制優遇について】

オンライン決済、銀行振り込みなどによるご寄付
銀行振込、クレジットカード払い、Ｔポイント、楽天 Pay などで、ご寄付をいただくこと
ができます。詳しくは、当財団ウエブサイトまたはお電話でお問い合わせください。

遺贈によるご寄付
遺言状や遺言信託による遺贈寄付の他、相続によるご寄付、お香典のご寄付をいただくこと
で、ご自身の財産や大切な方のご遺志を、未来を担う次世代の若者支援にご活用いただけます。
遺言書の作成や、財産のご寄付について相談できる、信託銀行及び弁護士などの専門家のご
紹介を希望される方は、当財団までお問い合わせください。

商品やサービスによるご支援
物品やサービスの無償でのご提供や、オフィスなど施設・会場の提供、プロボノでのアド
バイザリーのご協力など、様々な形でご支援をいただくことができます。

共感助成を通じたご寄付により、寄付金控除の優遇措置を受けることができます。
詳しくはお問合せ下さい。

理　事

橋本 大二郎
（代表理事）

元高知県知事

小林  正忠 楽天グループ株式会社 常務執行役員 チーフ ウェルビーイング オフィサー

木山  啓子 特定非営利活動法人 ジェン（JEN）理事・事務局長

本庄  竜介 グリーンコア株式会社 代表取締役

村瀬 　悟 メイヤー・ブラウン法律事務所 弁護士

評　議　員

塩崎  恭久 前衆議院議員・一般財団法人勁草日本イニシアティブ代表理事

宮城  治男 NPO 法人 ETIC.　創業者

小宮山 利恵子 スタディサプリ教育 AI 研究所所長・東京学芸大学大学院准教授

アドバイザー
阿川 尚之 慶應義塾大学 名誉教授

竹中 平蔵 慶應義塾大学 名誉教授、元国務大臣

監　事 上滝  賢二 元日本放送協会理事

私自身、ひとり親家庭で育ち、経済的にも精神的にも困難な時期がありました。ただ、
有難いことにいつも助けてくれる大人たちがいて学び続けることができました。学び続
けることによって、多くのチャンスの扉が開きました。机上の学びだけではなく、多く
の人や文化と出会い視野を広げることで、自分自身や日本の社会について理解を深める
ことができます。ビヨンドトゥモローのプログラムに参加することによって、そのよう
な体験ができると確信しています。これからも微力ながら同プログラムの支援をしてい
きたいと考えています。

下記ウェブサイトから直接ご寄付のお申込みをいただくことができます
https://beyond-tomorrow.org/donate/

電子メール  info@beyond-tomorrow.org

ビヨンドトゥモローの活動の全てが、活動の趣旨にご賛同くださった多くの企業・個人の皆様からの
ご寄付・ご支援によって支えられています。
困難な体験を糧に、前に進もうとする若者を応援すべく、皆様のご支援をお願い申し上げます。

電話  03-5453-8030ご支援についてのお問い合わせ先

視野を広げることが社会の変革に繋がる

新評議員からのメッセージ（23 年度より就任）

スタディサプリ教育 AI 研究所所長
東京学芸大学大学院准教授

NEW!!



【設立年月日】  2011年 6月 1日 　【ウエブサイト】  https://beyond-tomorrow.org/
【 所 在 地 】  〒 150-0046 東京都渋谷区松濤 1-26-18 園ビルディング 1F 
【 電 話 】  03-5453-8030　【 F A X 】  03-6745-9100　【メール】  info@beyond-tomorrow.org

プログラムの様子や最新情報を発信しています !

@beyondtomorroworg @beyondtomorrowjapan @tomorrow_beyond

一般財団法人 教育支援グローバル基金  及び  ビヨンドトゥモローについて

一般財団法人教育支援グローバル基金は、共感力ある次世代のグローバル・シティズン（地球市民）の輩出をめざす「ビヨンドトゥモロー」
の運営を行っている非営利の 財団法人です。「逆境は優れたリーダーを創る」を理念に、次世代を担う資質を持ちながらも、親との死別・
離別を経験したり、児童養護施設に暮らすなどの困難を経験した若者を対象に、奨学金支給及び人材育成プログラムの開催を行い、広
い視点、深い共感力をもって社会のことを考えることのできる人材輩出をめざしています。 

是非「いいね！」ボタンを押したり、
投稿のシェアで応援をお願い致します！

この活動ハイライトは、キンコーズ・ジャパン様からの
ご協賛により印刷しています。


